










These days the Internet is available to everyone online, and we can get various 
materials via websites. Some of them are protected by the Copyright Act, and if so, they 
are not for unrestricted uses. On the other hand educators actively use Information 
Technology. Educators are able to utilize copyrighted materials fairly freely in 
classroom contexts when they do not use IT, but such is not the case when they use IT, 
because of the Act. In this paper, I will discuss how to utilize copyrighted materials in 
























  」である。 
著作権法
2 












一  著作物 思想又は感情を創作的に表現したものであつて、文芸、
学術、美術又は音楽の範囲に属するものをいう。  
二  著作者 著作物を創作する者をいう。 
   （以下略） 
































   （以下略） 
（著作権法 第 30条） 
 
となっており、私的使用のためにおいては、一部例外を除き、自由に著作物を利用（コピ


























「送信可能化権」とは、無断で送信可能化されない権利であり、著作権法 第 92 条 2







































  」では、 
 
教員及び児童・生徒が、授業の教材として使うために他人の作品をコピ
ーし配布する場合（第 35条第 1項） 
著作権者の了解なしに利用できるための条件 
①営利を目的としない教育機関であること 

















また、平成 15年 6月に追加された第 35条 2項に関しては、 
 
「主会場」で行われている授業で教材として使われた他人の作品等を遠

































































































































































































・ 文化庁 平成 18年度著作権テキスト 
http://www.bunka.go.jp/1tyosaku/frame.asp{0fl=list&id=1000002923&clc=1000000081{9.html 
・ メディア教育開発センター 教育著作権セミナーⅠ「教育におけるメディア活用と著作権」 
２ 著作権法については、「電子政府の総合窓口（http://www.e-gov.go.jp/）」より、引用した。 
３ ヤフーで「著作権とは？」を検索すると、約 86,200,000件のヒットがあった。これらの中で、 
・ はじめての著作権講座「著作権って何?」 http://www.cric.or.jp/qa/hajime/hajime.html 









７ 「学校その他の教育機関における著作物の複製に関する著作権法第 35 条ガイドライン（著作権法第
ITを利用した教育と著作権 
 －149－
35条ガイドライン協議会、平成 16年 3月）」 社団法人 日本書籍出版協会（http://www.jbpa.or.jp/）
など協議会メンバーのホームページに pdfファイルが掲載されている。 
 
